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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光ダイオードを有する照明回路部をそれぞれ含んで構成される複数の光学アダプタが
着脱自在となっている挿入部を有した内視鏡装置であって、
　前記挿入部に内挿され、前記複数の光学アダプタのいずれか一つを上記挿入部に装着し
たとき、前記照明回路部と前記内視鏡装置を電気的に接続して電気回路を形成する２本の
導電線と、
　前記２本の導電線を介して駆動電流を供給し前記発光ダイオードを駆動する駆動部と、
　前記電気回路における所定の回路要素の電圧を測定する電圧測定部と、
　前記所定の回路要素の電圧と前記所定の回路要素の電圧に応じた駆動電流により前記発
光ダイオードを駆動するための駆動信号とを対応付ける複数のデータをテーブルデータと
して記憶する記憶部を含んで構成され、前記駆動信号を前記駆動部に送信するシステム制
御部と、
　を具備することを特徴とした内視鏡装置。
【請求項２】
　前記照明回路部は、前記発光ダイオードに並列又は直列に接続した抵抗を含んで構成さ
れることを特徴とする請求項１記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記電気回路における所定の回路要素の電圧を測定するとき、前記発光ダイオードに対
して逆方向電圧が印加されることを特徴とする請求項１記載の内視鏡装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、それぞれ発光ダイオードを備える複数の光学アダプタを着脱自在とした内視
鏡を具備する内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　種類の異なる複数の光学アダプタを着脱自在にした光学アダプタ式内視鏡装置において
、光学アダプタがそれぞれ照明用光源としての発光ダイオード（以下LEDと略す）を具備
した光学アダプタ式内視鏡装置が提案されている（例えば特開2001-61777号公報参照）。
【０００３】
　このような光学アダプタ式内視鏡装置においては、ユーザが所望の観察画像に応じて種
類の異なる光学アダプタ、例えばLEDの個数を増やした大光量の光学アダプタ、光学特性
の異なる光学アダプタ等、を交換して観察することができる。
【０００４】
　しかし、従来の光学アダプタ式内視鏡装置は、LEDを備えた異なる種類の光学アダプタ
（以下、LEDの構成の異なる複数の光学アダプタと記す）を使用する場合、それぞれの光
学アダプタに対応したLED駆動手段を用意しなければならず、装置の大型化、複雑化の要
因となっていた。また、光学特性の異なる光学アダプタを用いる場合、ユーザが光学アダ
プタに固有の識別番号を内視鏡装置に入力しなければならず、操作の煩雑さ、不正確さの
要因となっていた。
【０００５】
　そこで、光学アダプタに判別手段を具備させることによって、装着された光学アダプタ
を判別し、それぞれの光学特性に応じて画像処理を行うことができる方法が提案されてい
る（例えば特開2004-313241号公報参照）。
【特許文献１】特開2001-61777号公報
【特許文献２】特開2004-313241号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら上述した方法では、LEDの構成の異なる複数の光学アダプタに対応したLED
の駆動が行えず、かつ光学アダプタ内のLEDの駆動をするための導電線以外に、光学アダ
プタを判別するための導電線を内視鏡挿入部に備えなければならず、内視鏡挿入部の細径
化が困難になるという問題がある。
【０００７】
　そこで本発明は、上述した問題点に鑑みてなされたものであり、装着された光学アダプ
タを判別し、光学アダプタ内のLEDの構成に対応したLEDの駆動を行うことができ、かつ内
視鏡挿入部の細径化を図ることができることを特徴とした内視鏡装置を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の内視鏡装置は、発光ダイオードを有する照明回路部をそれぞれ含んで構成され
る複数の光学アダプタが着脱自在となっている挿入部を有した内視鏡装置であって、前記
挿入部に内挿され、前記複数の光学アダプタのいずれか一つを上記挿入部に装着したとき
、前記照明回路部と前記内視鏡装置を電気的に接続して電気回路を形成する２本の導電線
と、前記２本の導電線を介して駆動電流を供給し前記発光ダイオードを駆動する駆動部と
、前記電気回路における所定の回路要素の電圧を測定する電圧測定部と、前記所定の回路
要素の電圧と前記所定の回路要素の電圧に応じた駆動電流により前記発光ダイオードを駆
動するための駆動信号とを対応付ける複数のデータをテーブルデータとして記憶する記憶
部を含んで構成され、前記駆動信号を前記駆動部に送信するシステム制御部と、を具備す
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ることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、装着された光学アダプタを判別し、光学アダプタ内のLEDの構成に対
応したLEDの駆動を行うことができ、かつ光学アダプタの判別を行うための導電線とLEDの
駆動を行うための導電線を共有化したことにより、内視鏡挿入部の細径化を図ることがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態を図を用いて説明する。　
　（第１の実施の形態）　
　以下に第１の実施の形態について図を用いて説明する。
【００１１】
　図１から図７は、第１の実施の形態に係る図である。図１は内視鏡装置の概略構成図で
ある。図２はシステム制御部の内部構成図である。図３はシステム制御部の光学アダプタ
判別の流れの例を示すフローチャートである。図４は光学アダプタ装着時に形成される内
視鏡装置の回路図である。図５は光学アダプタ判別時およびLED駆動時の図４の等価回路
を示す図である。図６は光学アダプタの判別とLED駆動の処理の流れの例を示すフローチ
ャートである。図７は本実施の形態における変形例の等価回路を示す図である。
【００１２】
　まず、図１に示すように内視鏡装置１は、それぞれLEDの構成の異なるｎ種類（ｎは１
からｎまでの自然数）の光学アダプタ２と、上記n種類の光学アダプタが着脱自在となっ
ている細長の挿入部３と、挿入部３の基端部に接続された本体部４と、表示装置５と、ユ
ーザインターフェイス部１５と、によって構成される。
【００１３】
　光学アダプタ２は、対物レンズ７と、照明回路部９と、照明回路部９内のLED光源６に
よって構成される。挿入部３は、複合同軸ケーブル５０と、２本の導電線により構成され
る信号ケーブル５７と、を内挿し、先端部に固体撮像素子としての電荷結合素子（以下CC
Dと略す）８を備える。本体部４は、LED駆動部１０と、CCD駆動部１１と、画像処理部１
２と、システム制御部１３と、電圧測定部としての判別処理部１４と、アダプタ接続状態
検出部１６と、切り替えスイッチ部１７と、によって構成されている。また、複合同軸ケ
ーブル５０は、CCD８を、CCD駆動部１１と、画像処理部１２と、に接続する。表示部５は
、ケーブル５１を介して、画像処理部１２に接続される。また、ユーザインターフェイス
部１５は、ケーブル５３を介してシステム制御部１３に接続される。
【００１４】
　ユーザインターフェイス部１５は、図示しないLEDオンオフスイッチを備え、LEDの点灯
指示もしくは消灯指示をユーザが切り替えることができる。ユーザインターフェイス部１
５は、このLEDの点灯指示もしくは消灯指示を示すLEDオンオフスイッチ信号を生成する。
このLEDオンオフスイッチは、システム制御部１３によってもオンオフ制御を行うことが
可能である。
【００１５】
　また、ユーザインターフェイス部１５は、例えばズーム、明るさの増加もしくは減少、
静止画像等をユーザが入力する図示しないスイッチ類を具備し、ユーザによって入力され
た種々の指示は、指示信号としてシステム制御部１３へ伝送される。システム制御部１３
は、ユーザインターフェイス部１５から受信した指示信号に基づいて、画像処理制御信号
を生成し、ケーブル５２を介して画像処理部１２へ伝送する。
【００１６】
　一方、光学アダプタ２が挿入部３に装着されると、信号ケーブル５７により、照明回路
部９は、アダプタ接続状態検出部１６と、切り替えスイッチ部１７と、に接続される。そ
の結果、照明回路部９と、LED駆動部１０と、システム制御部１３と、判別処理部１４と
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、アダプタ接続状態検出部１６と、切り替えスイッチ部１７と、により電気回路が形成さ
れる。この回路についての詳細は後述する。
【００１７】
　そして、判別処理部１４は、形成された電気回路の所定の回路要素の電圧値を測定し、
システム制御部１３へケーブル５５を介して、電圧値を送信する。また、アダプタ接続状
態検出部１６は、形成された電気回路の所定の回路要素の電圧値を測定し、システム制御
部１３へケーブル５６を介して、電圧値を送信する。
【００１８】
　システム制御部１３は、判別処理部１４及びアダプタ接続状態検出部１６からそれぞれ
受信した電圧値に基づいて、光学アダプタ２の着脱状態及び光学アダプタの種類を判別す
る。システム制御部１３は、判別処理部１４から受信した電圧値に基づいて、対応したLE
D駆動信号を決定する。そして、システム制御部１３は、ケーブル５４を介してLED駆動部
１０へLED駆動信号を送信する。上述したシステム制御部１３の内部構成と動作について
の詳細は後述する。
【００１９】
　そして、LED駆動部１０は、受信したLED駆動信号に従って信号ケーブル５７を介してLE
D光源６を駆動する。　
　また、LED光源６によって照明された被写体からの反射光は、対物レンズ７によって、
挿入部３先端に配置されたCCD8の受光面に結像する。このCCD８は、CCD駆動部１１からCC
D駆動信号を受信し、受信したCCD駆動信号に基づくタイミングに応じて、被写体からの反
射光を光電変換し、画像信号を生成する。さらに、CCD８は、複合同軸ケーブル５０を介
して画像処理部１２へ光電変換した画像信号を伝送する。
【００２０】
　そして、画像処理部１２は、受信した画像信号及びシステム制御部１３から受信した画
像処理制御信号に基づいて画像処理を行い、観察画像信号を得る。得られた観察画像信号
は、ケーブル５１を介して表示装置５に伝送され、表示される。
【００２１】
　ここで、以下にシステム制御部１３の内部構成と動作について、図２及び図３を用いて
詳細に説明する。　
　図２に示すようにシステム制御部１３は、中央演算処理装置（以下、CPUと略す）６０
と、EEPROM（Electronically Erasable and Programmable Read Only Memory）６１と、
ランダムアクセスメモリー（以下、RAMと略す）６２と、補助記憶装置６４と、イン・ア
ウトインターフェイス（以下、I/O・I/Fと略す）６３と、を備えている。
【００２２】
　CPU６０は、予め決められたプログラムに基づいた内視鏡装置１各部の動作の制御、光
学アダプタ２もしくはLED光源６の着脱及び種類を判別する処理等を行う。
【００２３】
　EEPROM６１は、CPU６０を動作させるプログラム、及びLED光源６の種類を判別のための
電圧値とn個のLED駆動信号とを対応付けるテーブルデータとしての複数のデータ（以下、
テーブルデータと記す）等、を記憶している。
【００２４】
　I/O・I/F６３は、システム制御部１３の外部装置と通信するためのインターフェイスで
ある。I/O・I/F６３は、例えば判別処理部１４、及びユーザインターフェイス部１５等に
接続される。また、I/O・I/F６３は、内視鏡装置１の外部装置と接続可能であり、図示し
ないパーソナルコンピューター（以下、PCと略す）、もしくは図示しない切り替えスイッ
チ等、といったものと接続される。
【００２５】
　補助記憶装置６４は、例えばCFカード、ハードディスク等の記憶装置から構成される。
補助記憶装置６４は、例えば画像の記録、もしくは装着した光学アダプタ２の光学特性等
の情報を記憶している。
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【００２６】
　これらCPU６０、EEPROM６１、RAM６２、I/O・I/F６３、及び補助記憶装置６４は、それ
ぞれがバスを介して接続されており、互いに信号を送受信することができる。
【００２７】
　ここで、以下にCPU６０が光学アダプタ２を判別するときの処理の流れを説明する。図
３は、システム制御部１３における光学アダプタ２の判別処理の流れの例を示すフローチ
ャートである。以下の処理はCPU６０が起動し、光学アダプタ２が挿入部３に装着された
ときに行うものとする。
【００２８】
　まず、ステップS１００において、EEPROM６１、もしくは補助記憶装置６４に予め記憶
しているテーブルデータ、及びプログラムをRAM６２に読み出される。このプログラムは
、CPU６０が行うすべての処理を実行するためのプログラムである。
【００２９】
　ステップS１１０において、判別処理部１４からI/O・I/F６３を介して所定の回路要素
の電圧値をRAM６２に読み出される。
【００３０】
　次に、ステップS１２０において、ステップS１００において読み出したテーブルデータ
と、ステップS１１０において読み出した電圧値とが比較される。
【００３１】
　ステップS１３０において、比較した結果から装着した光学アダプタ２に対応したLED駆
動電流を算出し、n個のLED駆動信号の中から一つのLED駆動信号を決定する。
【００３２】
　そして、ステップS１４０において、決定したLED駆動信号をLED駆動部１０へ送信し、
終了する。　
　所定の回路要素、及び光学アダプタ２の判別については、さらに詳しく後述する。
【００３３】
　そこで、光学アダプタ２の判別とLED光源６の駆動の詳細を図を用いて以下に説明する
。　
　まず、図４を用いて、光学アダプタ２装着時に形成される電気回路の構成を以下に説明
する。
【００３４】
　図４に示すように上述の電気回路は、照明回路部９と、LED駆動部１０と、判別処理部
１４と、アダプタ接続状態検出部１６と、切り替えスイッチ部１７と、光源点灯スイッチ
２６と、信号ケーブル５７と、により構成される。
【００３５】
　また、照明回路部９は、複数のLEDによって構成されたLED光源６と、判別抵抗２９と、
によって構成される。アダプタ接続状態検出部１６は、アダプタ接続状態認識抵抗２４と
、アダプタ接続状態検出回路２５と、によって構成される。判別処理部１４は、検出抵抗
２１と、電圧検出回路Ａ２２と、判別用定電圧電源２０と、によって構成される。LED駆
動部１０は、電流調整トランジスタ３０と、駆動用定電圧電源３１と、n個の駆動切り替
えトランジスタ３２１から３２nと、ｎ個の電流制限抵抗３５１から３５nと、によって構
成される。切り替えスイッチ部１７は、切り替えスイッチ２３と、切り替えスイッチ２７
と、によって構成される。信号ケーブル５７は、挿入部３を挿通する２本の導電線により
構成される。
【００３６】
　上述の判別抵抗２９は、LED光源６と並列に接続される。また、LED光源６のアノード側
は、信号ケーブル５７の１本の導電線を介して、光源点灯スイッチ２６の一端に接続され
る。この光源点灯スイッチ２６の他端は、極めて低い抵抗値を持つアダプタ接続状態認識
抵抗２４の一端に接続される。アダプタ接続状態検出回路２５は、アダプタ接続状態認識
抵抗２４に並列に接続される。また、アダプタ接続状態認識抵抗２４の他端は、切り替え
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スイッチ２３と接続される。この切り替えスイッチ２３は、切り替えられることによって
アダプタ接続状態認識抵抗２４を、判別処理部１４内の検出抵抗２１と、LED駆動部１０
内の電源電圧１９のどちらか一つに接続する。検出抵抗２１は、判別用定電圧電源２０に
接続される。また、電圧検出回路Ａ２２は、検出抵抗２１に並列に接続される。判別用定
電圧電源２０は、電源電圧に接続され、かつ接地されている。
【００３７】
　一方、LED光源６のカソード側は、信号ケーブル５７のもう一方の１本の導電線を介し
て、切り替えスイッチ２７に接続される。この切り替えスイッチ２７は、切り替えられる
ことによってLED光源６のカソードを、判別処理部１４内の接地と、LED駆動部１０内の電
流調整トランジスタ３０のコレクタと、のどちらか一つに接続する。
【００３８】
　電流調整トランジスタ３０のベースは、駆動用定電圧電源３１に接続され、エミッタは
、駆動切り替えトランジスタ３２１から３２nのコレクタにそれぞれ接続されている。駆
動用定電圧電源３１は、電源電圧に接続され、かつ接地されている。また、駆動切り替え
トランジスタ３２1から３２ｎのベースは、システム制御部１３からのLED駆動信号が入力
され、エミッタは、それぞれ抵抗値の異なる電流制限抵抗３５１から３５nに接続され接
地される。
【００３９】
　なお、光源点灯スイッチ２６、切り替えスイッチ２３、及び２７は、システム制御部１
３によって、接続のオンオフ及び切り替えを制御される。また、判別用定電圧電源２０は
、LED光源６に対し逆方向電圧を印加するものとする。
【００４０】
　以上説明した構成の電気回路の動作を、図５を用いて以下に詳細に説明する。
【００４１】
　図５（a）は、切り替えスイッチ２３及び２７を判別処理部１４側に接続した場合の図
４の等価回路である。図５（b）は、切り替えスイッチ２３及び２７をLED駆動部１０側に
接続した場合の図４の等価回路である。
【００４２】
　まず、図５（a）を用いて光学アダプタ２の判別についての詳細を説明する。　
　図５（a）は、切り替えスイッチ２３及び２７を判別処理部１４側に接続した場合の回
路図である。図５（a）は、判別用定電圧電源２０と、検出抵抗２１と、判別抵抗２９と
、により構成される。
【００４３】
　これは、アダプタ接続状態認識抵抗２４は、非常に低い抵抗値であること、光源点灯ス
イッチ２６はオン状態となっていること、LED光源６に印加される電圧は逆方向電圧であ
ることを考慮すると、アダプタ接続状態認識抵抗２４及び光源点灯スイッチ２６は短絡と
等価であり、LED光源６は開放と等価であるからである。よって、図４に示した回路は、
図５（a）に示すような回路となる。図５（a）の回路は、判別用定電圧電源２０と、検出
抵抗２１と、電圧検出回路Ａ２２と、判別抵抗２９と、から構成される。
【００４４】
　ここで、判別用定電圧電源２０の電圧をVref、検出抵抗２１の両端にかかる電圧値をVa
、検出抵抗２１の抵抗値をRa、判別抵抗２９の抵抗値をRbとすると、Rbの抵抗値は次の式
（１）により表される。
【００４５】
　Rb＝Ra＊（Vref・Va）／Va　　　　　　・・・式（１）

　Vrefと、Raは回路作成者の既知の値であるため、Vaの値を測定すればRbの値が算出でき
る。Rbは判別抵抗２９に固有の値、つまり光学アダプタ２に固有の値であることから、シ
ステム制御部１３は光学アダプタ２を判別できる。
【００４６】
　電圧検出回路A２２は、検出抵抗２１の両端にかかる電圧値Vaを測定し、システム制御
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部１３へケーブル５５を介して電圧値Vaを送信する。システム制御部１３は、受信した電
圧値Vaに基づいてRbを算出する。そして、システム制御部１３は、LED駆動部１０へケー
ブル５４を介して、算出したRbに対応して予め決められている駆動電流値によってLED光
源６を駆動するためのLED駆動信号を送信する。
【００４７】
　また、上述の等価回路が形成されている場合、光学アダプタ２が挿入部３から脱却され
ると、回路が形成されず受信したVaの値が０Vとなることから、システム制御部１３は光
学アダプタ２の着脱状態を判別することができる。
【００４８】
　次に、図５（b）を用いてLED光源６の駆動についての詳細を説明する。　
　図５（b）は、切り替えスイッチ２３及び２７をLED駆動部１０側に接続した場合の回路
図である。図５（b）は、電源電圧１９と、アダプタ接続状態認識抵抗２４と、LED光源６
と、駆動用定電圧電源３１と、により構成される。
【００４９】
　これは、判別抵抗２９は抵抗が高いことを考慮すると、判別抵抗２９は開放と等価であ
る。このことから図４の回路は、図５（b）の回路になる。図５（b）の回路は、定電流電
源３８と、アダプタ接続状態認識抵抗２４と、LED光源６と、によって構成される。
【００５０】
　上述したようにシステム制御部１３は、光学アダプタ２を判別し、LED駆動信号をLED駆
動部１０へ送信する。このLED駆動信号は、駆動切り替えトランジスタ３２１から３２nの
いずれか１つにLED点灯信号を与えるような信号である。つまり、システム制御部１３は
、駆動切り替えトランジスタ３２１から３２nのうち、いずれか１つのトランジスタをオ
ン状態にする。
【００５１】
　駆動切り替えトランジスタ３２１から３２nのいずれか１つのトランジスタがオンする
時の、エミッタとコレクタの間の電位差が小さく無視できると仮定すると、それぞれのト
ランジスタに接続される電流制限抵抗３５１から３５nのいずれか１つの電流制限抵抗３
５１から３５nには次の式（２）の電圧が印加される。
【００５２】
　V＝VB－VBE　　　　　　　　　・・・式（２）

　VBは電流調整トランジスタ３０のベース電圧、VBEは電流調整トランジスタ３０のベー
スとエミッタ間電圧である。
【００５３】
　つまり、駆動切り替えトランジスタ３２１から３２nの内のオンになった１つに接続さ
れる電流制限抵抗３５１から３５nの内のいずれか１つの抵抗値をRnとすると、電流制限
抵抗３５１から３５nのいずれか１つに流れる電流Inは、次の式（３）になる。
【００５４】
　In＝V/Rn　　　　　　　　　　　・・・式（３）
　ここで、電流制限抵抗３５１から３５nは、それぞれ異なる抵抗値を持っていることか
ら、システム制御部１３は、接続された光学アダプタ２内のLED光源６に対応した電流値
を選択して駆動することができる。
【００５５】
　また、上述の等価回路が形成されている場合、光学アダプタ２が挿入部３から外される
と、電気回路が形成されずアダプタ接続状態認識抵抗２４に流れる電流が減少する。つま
りシステム制御部１３が、アダプタ接続状態検出回路２５からアダプタ接続状態認識抵抗
２４の電圧値を受信し、電流を算出することによって光学アダプタ２の着脱状態を判別す
ることができる。
【００５６】
　続いて、以下に光学アダプタ２の判別及びLED光源６の駆動についての処理の流れの例
を説明する。　
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　図６は光学アダプタ２の判別及びLED光源６の駆動についての処理の流れの例を示すフ
ローチャートである。以下の処理は、システム制御部１３が行うものとする。また、光学
アダプタ２を挿入部３の先端に接続している状態において処理が開始されるものとする。
【００５７】
　まず、ステップS１１において、システム制御部１３は、切り替えスイッチ２３及び２
７を判別処理部１４側に切り替える。さらに、光源点灯スイッチ２６をオフにする。
【００５８】
　次に、ステップS１２において、システム制御部１３は、ユーザインターフェイス部１
５から、LEDオンオフスイッチ信号を受信する。オンになっている場合、処理は、ステッ
プS１３に移行する。オフになっている場合、処理は、ステップS１２を繰り返す。
【００５９】
　続いて、ステップS１３において、システム制御部１３は、光源点灯スイッチ２６をオ
ンにする。
【００６０】
　ステップS１４において、システム制御部１３は、電圧検出回路Ａ２２に検出抵抗２１
の両端にかかる電圧Vaを測定させる。
【００６１】
　そして、ステップS１５において、システム制御部１３は、ステップS１４において測定
した検出抵抗２１の電圧Vaを受信する。光学アダプタ２が取り付けられている場合、つま
り検出抵抗２１の両端にかかる電圧Vaが０Vでない場合は、処理は、ステップS１６に移行
する。光学アダプタ２が取り付けられていない場合、つまり検出抵抗２１の両端にかかる
電圧Vaが０Vの場合は、処理は、ステップS２２に移行する。
【００６２】
　ステップS１６において、システム制御部１３は、ステップS１５において受信した検出
抵抗２１の電圧Vaと、予め記憶したテーブルデータと、に基づいてn個のLED駆動信号の中
から一つのLED駆動信号を決定し、LED駆動部１０へ送信する。
【００６３】
　そして、ステップS１７において、システム制御部１３は、切り替えスイッチ２３及び
２７をLED駆動部１０側に接続する。つまり、このステップS１７において、LED光源６が
点灯し、ユーザは、観察を行うことができる。
【００６４】
　続いて、ステップS１８において、システム制御部１３は、アダプタ接続状態検出回路
２５にアダプタ接続状態認識抵抗２４の電圧値を測定させる。
【００６５】
　そして、ステップS１９において、システム制御部１３は、ステップS１８において測定
したアダプタ接続状態認識抵抗２４の電圧値を受信し、電流値を算出する。光学アダプタ
２が取り付けられている場合、つまりアダプタ接続状態認識抵抗２４に流れる電流値が変
わらないとき、処理は、ステップ２０に移行する。光学アダプタ２が取り外された場合、
つまりアダプタ接続状態認識抵抗２４に流れる電流値が下がるとき、処理は、ステップS
２２に移行してユーザインターフェイス部１５のLEDオンオフスイッチをオフにし、ステ
ップS２１に移行する。
【００６６】
　ステップS２０において、システム制御部１３は、ユーザインターフェイス部１５からL
EDオンオフスイッチ信号を受信する。オンになっている場合、処理は、ステップS１８に
移行する。オフになっている場合、処理は、ステップS２１に移行する。
【００６７】
　ステップS２１において、システム制御部１３は、切り替えスイッチ２３及び２７を判
別処理部１４側に切り替える。また、光源点灯スイッチ２６をオフにする。　
　その後は再び使用状態を監視していく。
【００６８】
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　以上に説明した構成により、本実施の形態の内視鏡装置１は、それぞれLED光源６の構
成が異なる複数の光学アダプタを判別し、装着された光学アダプタ内のLED光源６の構成
に対応したLED光源６の駆動を行うことができる。また、本実施の形態の内視鏡装置１は
、光学アダプタの判別とLED光源６の駆動を、２本の導電線からなる信号ケーブル５７の
みによって行うことができ、判別と駆動の信号伝送路を共有化することができる。そのた
め、光学アダプタ２及び挿入部３の細径化を図ることが可能になる。
【００６９】
　なお、本実施の形態において、電圧検出回路Ａ２２をタイマーとコンパレータを含む構
成にして、電圧検出回路２２が検出抵抗２１の電圧Vaを一定時間ごとに測定し、電圧Vaの
値を判定するようにしてもよい。つまり、上述した処理のステップS１４からステップS１
５を一定時間ごとに繰り返す処理を行うことによって、ユーザインターフェイス部１５の
LEDスイッチがオフ状態であっても、光学アダプタ２の接続を認識し、かつ接続された光
学アダプタ２に対応してLED光源６を駆動することができる。この場合、LED光源６を駆動
することなく、光学アダプタ２を認識できるため、LED光源６を必ずしも駆動する必要は
ないが、光学アダプタ２を認識させる用途、例えば演算、画像処理等の用途への適応が可
能となる。
【００７０】
　また、上述した処理のステップS１３からステップS１５の一定時間ごとに繰り返す処理
において、電圧検出回路A２２がタイマーとコンパレータを含む構成ではなくても、シス
テム制御部１３がソフトウェアの駆動によって上述の機能を持つようにしてもよい。
【００７１】
　なお、本実施の形態において、LED光源６は、図７に示すようにLEDを直並列の構成にし
てもよい。
【００７２】
　また、本実施の形態において、システム制御部１３が、駆動用定電圧電源３１、もしく
は判別用定電圧電源２０のオンオフ制御機能を持つようにしてもよい。その場合、光源点
灯スイッチ２６は省略できる。
【００７３】
　さらに、本実施の形態において、電流調整用定電圧電源３１のオンオフ制御を行う機能
、もしくは判別用定電圧電源２０のオンオフ制御を行う機能、を設けることにより光源点
灯スイッチ２６を省略してもよい。
【００７４】
　なお、本実施の形態において、判別用定電圧電源２０は、LED光源６に対して順方向電
圧を印加するようにしてもよい。
【００７５】
　また、本実施の形態において、判別抵抗２９は、高い抵抗値の抵抗を使用してもよい。
この場合、LED光源６駆動時の判別抵抗２９における消費電力を低く抑えられるため、低
消費電力化が実現可能である。
【００７６】
　さらに、本実施の形態において、判別抵抗２９は、定格電力の低い小型抵抗を使用して
もよい。この場合、光学アダプタ２内部において発生する熱を可能な限り抑えることがで
き、光学アダプタ２の小型化が可能になる。
【００７７】
　（第２の実施の形態）　
　以下に本発明の第２の実施の形態を図を用いて説明する。
【００７８】
　図８から図１１は第２の実施の形態に係る図である。図８は光学アダプタ装着時に形成
される内視鏡装置の回路図である。図９は光学アダプタ判別時およびLED駆動時の図８の
回路の等価回路を示す図である。図１０は光学アダプタの判別とLED駆動の処理の流れの
例を示すフローチャートである。図１１は本実施の形態における変形例の等価回路を示す
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図である。　
　本実施の形態の全体構成は、基本的には上述した第１の実施の形態と同様のため、同一
の構成要素については省略する。主に、本実施の形態と実施の形態との相違点を以下に説
明する。
【００７９】
　本実施の形態は、図８に示すように、光学アダプタ２内の照明回路部９は、複数のLED
によって構成されたLED光源６と、LED光源６に直列に接続された判別抵抗２９と、により
構成される。LED光源６のアノードは、判別抵抗２９の一端に接続される。判別抵抗２９
の他端は、信号ケーブル５７の１本の導電線を介して、光源点灯スイッチ２６の一端に接
続される。また、光源点灯スイッチ２６の他端は、検出抵抗２１の一端と切り替えスイッ
チ２３を介して接続される。検出抵抗２１の他端は、判定用定電圧電源２０に接続される
。判別用定電圧電源２０は、照明回路部９のLED光源６に対して順方向電圧を印加するも
のとする。一方、LED光源６のカソードは、信号ケーブル５７の１本の導電線を介して、
切り替えスイッチ２７の一端に接続される。
【００８０】
　そこで、本実施の形態における、光学アダプタ２装着時の光学アダプタ２の判別及びLE
D光源６の駆動についての詳細を以下に説明する。　
　図９（a）は、切り替えスイッチ２３及び２７を判別処理部１４側に接続した場合の図
８の等価回路である。図９（b）は、切り替えスイッチ２３及び２７をLED駆動部１０側に
接続した場合の図８の等価回路である。
【００８１】
　まず、光学アダプタ２の判別についての詳細を説明する。　
　図９（a）は、切り替えスイッチ２３及び２７を判別処理部１４側に接続した場合の図
である。図９（a）は、判別用定電圧電源２０と、検出抵抗２１と、判別抵抗２９と、に
より構成される。
【００８２】
　光源点灯スイッチ２６は、オン状態となっていることを考慮すると、図８の電気回路は
、図９（a）の電気回路と等価になる。
【００８３】
　ここで判定用定電圧電源２０の電圧をVrefとする。また、検出抵抗２１の両端にかかる
電圧値をVAとする。さらに、検出抵抗２１の抵抗値をRAとする。また、判別抵抗２９の抵
抗値をRbとする。そして、LED光源６の順方向電圧をVfとする。　
　検出抵抗２１にかかる電圧VAは次の式（４）のようになる。
【００８４】
VA＝RA＊（VA・Vf）／（RA+Rb）　　　　　　・・・式（４）
Vrefと、RAは回路作成者の既知の値であり、また、VfとRbは、種々の光学アダプタ２によ
り異なる値を示す。
【００８５】
　そして、システム制御部１３は、電圧検出回路Ａ２２からVAの電圧値を受信することに
より、光学アダプタ２を特定する。LED駆動信号については、第１の実施の形態と同様で
ある。　
　本実施の形態においては、光学アダプタ２に順方向電圧をかけるため、光学アダプタ２
の判定時にLED光源６が点灯することがある。
【００８６】
　続いて、LED光源６の駆動についての詳細を説明する。　
　図９（b）は、切り替えスイッチ２３及び２７をLED駆動部１０側に接続した場合の図で
ある。図９（b）は、電源電圧１９と、検出抵抗２１、LED光源６と、により構成される。
【００８７】
　図８の電気回路は、図９（b）の電気回路と等価になる。　
　システム制御部１３から受信したLED駆動信号に基づくLED光源６の駆動は、第１の実施
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の形態と同様である。
【００８８】
　そこで、本実施の形態における、システム制御部１３の光学アダプタ２の判別及びLED
光源６の駆動の処理の流れの詳細を以下に説明する。　
　図１０は光学アダプタ２の判別とLED光源６の駆動の流れの例を示すフローチャートで
ある。　
　以下の処理は、システム制御部１３が行う。また、光学アダプタ２を挿入部３の先端に
接続している状態において処理が始まるものとする。
【００８９】
　まず、ステップS３１において、システム制御部１３は、切り替えスイッチ２３及び２
７を判別処理部１４側に接続する。また、光源点灯スイッチ２６をオフにする。
【００９０】
　ステップS３２において、システム制御部１３は、ユーザインターフェイス部１５から
、LEDオンオフスイッチ信号を受信する。オンになっている場合、処理は、ステップS３３
に移行する。オフになっている場合、処理は、ステップS３２を繰り返す。
【００９１】
　ステップS３３において、システム制御部１３は、光源点灯スイッチ２６をオンにする
。
【００９２】
　続いて、ステップS３４において、システム制御部１３は、電圧検出回路A２２に検出抵
抗２１の両端にかかる電圧VAを測定させる。
【００９３】
　ステップS３５において、システム制御部１３は、ステップS３４において測定した検出
抵抗２１の電圧VAを受信する。光学アダプタ２が取り付けられている場合、つまり電圧VA
が０Vでない場合、処理は、ステップS３６に移行する。光学アダプタ２が取り付けられて
いない場合、つまり電圧VAが０Vの場合、処理は、ステップS４０に移行する。
【００９４】
　そして、ステップS３６において、システム制御部１３は、ステップS３５において受信
した検出抵抗２１の電圧VAと、予め記憶したテーブルデータと、に基づいてn個のLED駆動
信号の中から一つのLED駆動信号を決定し、LED駆動部１０へ送信する。
【００９５】
　ステップS３７において、システム制御部１３は、切り替えスイッチ２３及び２７をLED
駆動部１０側に接続する。このステップにおいて、LED光源６が点灯し、ユーザが観察を
行う。
【００９６】
　ステップS３８において、システム制御部１３は、ユーザインターフェイス部１５からL
EDオンオフスイッチ信号を受信する。オンになっている場合、処理は、ステップS３８を
繰り返す。オフになっている場合、処理は、ステップS３９に移行する。
【００９７】
　そして、ステップS３９において、システム制御部１３は、切り替えスイッチ２３及び
２７を判別処理部１４側に接続する。さらに、光源点灯スイッチ２６をオフにする。
【００９８】
　ステップS４０において、システム制御部１３は、ユーザインターフェイス部１５のLED
オンオフスイッチをオフにし、ステップS３９に移行する。　
　その後は再び使用状態を監視していく。
【００９９】
　以上説明した構成により、本実施の形態の内視鏡装置１は、それぞれLED光源６を備え
たの構成が異なる複数の光学アダプタを判別し、装着された光学アダプタ内のLED光源６
の構成に対応したLED光源６の駆動を行うことができる。また、本実施の形態の内視鏡装
置１は、光学アダプタの判別とLED光源６の駆動を、２本の導電線からなる信号ケーブル
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５７のみによって行うことができ、判別と駆動の信号伝送路を共有化することができる。
そのため、光学アダプタ２及び挿入部３の細径化を図ることが可能になる。
【０１００】
　なお、本実施の形態において、LED光源６は、図１１のようなLEDの直並列の構成にして
もよい。
【０１０１】
　また、本実施の形態において、システム制御部１３は、判別用定電圧電源２０の電圧を
制御できるようにしてもよい。この場合、システム制御部１３は、光学アダプタ２の電圧
電流特性のテーブルデータを予め記憶しておく。そして、光学アダプタ２に流れる電流を
算出しながら判別用定電圧電源２０の電圧値を制御して、光学アダプタ２の電圧電流特性
を得ることにより光学アダプタ２を認識する。
【０１０２】
　さらに、本実施の形態は、第１の実施の形態に比べて、内視鏡本体部４内の回路構成を
簡略化できる。
【０１０３】
　また、本実施の形態の変形例を以下に図１２を用いて説明する。　
　この変形例において、図１２に示すように、検出抵抗２１’及び電圧検出回路A２２’
は、切り替えスイッチ２３及び光源点灯スイッチ２６の間に配置される。
【０１０４】
　このように構成を変更することにより、電圧検出回路A２２’は、光学アダプタ２を特
定するのみでなく、LED駆動回路１０によってLED光源６を駆動させた場合、第１の実施の
形態において示したアダプタ接続状態検出部１６と同様な働き、つまりLED駆動回路１０
が動作中に光学アダプタ２が取り付けられているか否かを判定することが可能になる。
【０１０５】
　電圧検出回路A２２’から出力される電圧値Vaによって、切り替えスイッチ２３、及び
２７を判別処理部１４側に接続した場合、図９（a）の等価回路が成り立ち、光学アダプ
タ２の特定をすることができる。
【０１０６】
　光学アダプタ２を特定した後、切り替えスイッチ２３、及び２７をLED駆動回路１０側
に接続し、LED光源６を駆動した場合は、LED光源６に流れる電流と同じ電流が検出抵抗２
１’に流れるため、検出抵抗２１’に流れる電流値を検出抵抗２１’と電圧検出回路A２
２を用いて電圧Vaに変換することで、光学アダプタに流れる電流を監視できる。よって、
第１の実施の形態と同様に、光学アダプタ２がLED駆動回路１０を動作させているときに
光学アダプタ２が取り外されたか否かを判定できる。
【０１０７】
　これにより、第２の実施の形態において、特別な回路を追加しなくても、アダプタ接続
状態検出部１６と同様にLED光源６の駆動中に光学アダプタ２が外されたことを検出する
ことができる。そのため、光学アダプタ２が取り外された場合に、露出する部分となる光
学アダプタ２が取り付けられる挿入部３のコネクタ部分に対して、電源電圧１９が印加さ
れることを防止できる。
【０１０８】
　（第３の実施の形態）　
　以下に第３の実施の形態について図を用いて説明する。
【０１０９】
 図１３と図１４は第３の実施の形態に係る図である。図１３は光学アダプタ装着時に形
成される内視鏡装置の回路図である。図１４は光学アダプタの判別からLED駆動までの流
れの例を示すフローチャートである。
 本実施の形態の全体構成は、基本的に上述した第１または第２の実施の形態と同様のた
め、同一の構成要素については省略する。主に、本実施の形態と上述した実施の形態との
相違点を以下に説明する。
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【０１１０】
　本実施の形態では、システム制御部１３は、予め個数の異なるLEDから構成されるLED光
源６の電圧特性を複数記憶している。また、電圧特性を測定するための基準電流値を予め
記憶している。さらに、LED光源６を構成するLEDの個数を算出するためのLED検出駆動信
号を予め記憶している。このLED検出駆動信号は、LEDを破壊することの無い程度の電流を
LED光源６に流すように予め決められている。また、システム制御部１３は、複数のLED光
源６とLED駆動信号とを対応づけるテーブルデータを記憶している。
【０１１１】
 図１３に示すように、本実施の形態において、照明回路部９内のLED光源６は、直列に接
続された複数のLEDによって構成されている。電圧測定部としての判別処理部１４は、検
出抵抗２１と、電圧検出回路A２２と、電圧検出回路B２８と、により構成される。LED駆
動部１０は、電流調整トランジスタ３０と、駆動用定電圧電源３１と、バッファアンプ４
０と、電流調整回路４１と、n個の駆動切り替えトランジスタ３２１から３２nと、n個の
電流制限抵抗３５１から３５nと、により構成される。電流調整回路４１は、抵抗４２と
、積分コンデンサ４３と、電流オンオフスイッチ４７と、により構成される。
【０１１２】
　LED光源６は、信号ケーブル５７を介して本体部４内の回路と接続される。LED光源６の
アノードは、信号ケーブル５７の１本の導電線により、光源点灯スイッチ２６を介して検
出抵抗２１に接続される。また、LED光源６のカソードは、信号ケーブル５７のもう一方
の１本の導電線により、電流調整トランジスタ３０のコレクタに接続される。
【０１１３】
　検出抵抗２１は電源電圧１９と接続される。電圧検出回路A２２は、検出抵抗２１に並
列に接続され、検出抵抗２１の両端の電圧Vaを測定し、システム制御部１３に伝送する。
この測定したVaは、LED光源６の判別、及び光学アダプタ２の接続状態を判別するのに用
いられる。
【０１１４】
　電圧検出回路B２８は、光学アダプタ２内のLED光源６の両端の電圧値を測定し、システ
ム制御部１３に伝送する。この電圧値は光学アダプタ２内のLED光源６の判別に用いられ
る。
【０１１５】
　電流調整トランジスタ３０のベースは、バッファアンプ４０に接続される。正入力端子
は、抵抗４２の一端と、接地された積分コンデンサ４３の一端と、に接続される。
【０１１６】
　抵抗４２の他端は、電流オンオフスイッチ４７に接続され、駆動用定電圧電源３１と、
接地とを切り替えられる。電流オンオフスイッチ４７が、駆動用定電圧電源３１に接続さ
れた場合、LED光源６に流れる電流は徐々に増加する。電流オンオフスイッチ４７が接地
に接続された場合は、LED光源６に流れる電流は徐々に減少する。電流オンオフスイッチ
４７の切り替えは、システム制御部１３により制御される。
【０１１７】
 以下に本実施の形態における、光学アダプタ２の判別とLED光源６の駆動についての詳細
を説明する。
 図１４は光学アダプタ２の判別とLED光源６の駆動の処理の流れの例を示すフローチャー
トである。以下の処理は、システム制御部１３が行うものとする。また、光学アダプタ２
を挿入部３の先端に装着している状態において処理が開始されるものとする。
【０１１８】
　まず、ステップS６１において、システム制御部１３は、光源点灯スイッチ２６をオフ
にする。さらに、電流オンオフスイッチ４７を接地側に接続する。
【０１１９】
　ステップS６２において、システム制御部１３は、ユーザインターフェイス部１５からL
EDオンオフスイッチ信号を受信する。オンになっている場合、処理は、ステップS６３に
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移行する。オフになっている場合、処理は、ステップS６２を繰り返す。
【０１２０】
　続いて、ステップS６３において、システム制御部１３は、LEDを破壊することの無い程
度の電流をLED光源６に流すLED検出駆動信号を、LED駆動部１０へ送信する。このLED検出
駆動信号は、LED光源６を構成するLEDの個数を算出するために用いられる。
【０１２１】
　ステップS６４において、システム制御部１３は、光源点灯スイッチ２６をオンにする
。また、電流オンオフスイッチ４７を、駆動用定電圧電源３１に接続する。このとき、LE
D検出駆動信号に基づいた電流がLED光源６に流れることになる。
【０１２２】
　ステップS６５において、システム制御部１３は、電圧検出回路A２２から検出抵抗２１
の両端の電圧Vaを受信する。光学アダプタ２が取り付けられている場合、つまり電圧Vaが
０Vではない場合、処理は、ステップS６６に移行する。光学アダプタ２が取り付けられて
いない場合、つまり電圧Vaが０Vの場合、処理は、ステップS７５に移行し、ユーザインタ
ーフェイス部１５のLEDオンオフスイッチをオフにし、さらに、ステップS７４に移行する
。
【０１２３】
　ステップS６６において、システム制御部１３は、電圧検出回路B２８から光学アダプタ
２に電流が流れ始めた直後の光学アダプタ２の電圧値V１を測定する。
【０１２４】
　ステップS６７において、システム制御部１３は、電圧検出回路A２２から測定した検出
抵抗２１の両端の電圧値に基づいて、光学アダプタ２に流れる電流値を算出する。光学ア
ダプタ２に流れる電流は、電流調整回路４１によって、徐々に増加していく。
【０１２５】
　ステップS６８において、システム制御部１３は、算出した電流値が、予め決められた
基準電流値に達している場合は、ステップS６９に移行する。算出した電流値が、予め決
められた基準電流値に達していない場合はステップS６７を繰り返す。
【０１２６】
　続いて、ステップS６９において、システム制御部１３は、電圧検出回路B２８から光学
アダプタ２の電圧値V２を測定する。
【０１２７】
　ステップS７０において、システム制御部１３は、光源点灯スイッチ２６をオフにする
。
【０１２８】
　ステップS７１において、システム制御部１３は、電圧値V１と電圧値V２と、予め設定
されている電圧特性と、に基づいて、LED光源６を構成するLEDの個数を判別する。そして
、判別したLEDの個数と、予め記憶しているテーブルデータとに基づいて、LED駆動信号を
決定し、LED駆動部１０へ送信する。
【０１２９】
　ステップS７２において、システム制御部１３は、光源点灯スイッチ２６をオンにする
。ここで、ユーザは、観察を行うことができる。
【０１３０】
　そして、ステップS７３において、システム制御部１３は、ユーザインターフェイス部
１５からLEDオンオフスイッチ信号を受信する。オンになっている場合、処理は、ステッ
プS７３を繰り返す。オフになっている場合、処理は、ステップS７４に移行する。
【０１３１】
　ステップS７４において、システム制御部１３は、光源点灯スイッチ２６をオフにする
と共に、電流オンオフスイッチ４７を接地側に切り替える。　
　その後は再び使用状態を監視していく。
【０１３２】
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　以上説明した構成により、本実施の形態の内視鏡装置１は、それぞれLED光源６の構成
が異なる複数の光学アダプタを判別し、装着された光学アダプタ内のLED光源６の構成に
対応したLED光源６の駆動を行うことができる。また、本実施の形態の内視鏡装置１は、
光学アダプタの判別とLED光源６の駆動を、２本の導電線からなる信号ケーブル５７のみ
によって行うことができ、判別と駆動の信号伝送路を共有化することができる。そのため
、光学アダプタ２及び挿入部３の細径化を図ることが可能になる。
【０１３３】
　なお、本実施の形態において、システム制御部１３は、予め使用するLEDの順方向電圧
電流特性を記憶してもよい。この場合、電圧検出回路A２２及び電圧検出回路B２８は、LE
D光源６の順方向電圧及び順方向電流の特性を測定することにより、システム制御部１３
は、予め記憶した順方向電圧電流特性と比較することによって光学アダプタ２を判別する
。
【０１３４】
　また、本実施の形態において、光源点灯スイッチ２６は、省略してもよい。この場合、
電流オンオフスイッチ４７は、光源点灯スイッチ２６の代わりを果たす。
【０１３５】
　さらに、本実施の形態において、システム制御部１３は、バッファアンプ４０の出力を
可変させるようにしてもよい。その場合、電流調整回路４１は、省略してもよい。
【０１３６】
　また、本実施の形態は、光学アダプタ２の内部に判別抵抗２９を有さないことから、第
１と第２の実施の形態と比較して光学アダプタ２の小型化が可能になる。
【０１３７】
　（第４の実施の形態）　
　以下に第４の実施の形態を図を用いて説明する。
【０１３８】
 図１５から図１７は第４の実施の形態に係る図である。図１５は光学アダプタ２装着時
に形成される内視鏡装置の回路図である。図１６は光学アダプタ２の判別からLED光源６
駆動までの流れの例を示すフローチャートである。図１７は本実施の形態の変形例を示す
図である。
 本実施の形態の全体構成は、基本的に上述した第１、第２、もしくは第３の実施の形態
と同様のため、同一の構成要素については省略する。主に、本実施の形態と上述した実施
の形態との相違点を以下に説明する。
【０１３９】
 本実施の形態においては、上述した第１、第２、もしくは第３の実施の形態と異なり、
図１５に示すように、切り替えスイッチ２７、検出抵抗２１、及びアダプタ接続状態認識
抵抗２４を削除している。また、本実施の形態は、抵抗６６、抵抗６７、抵抗６８、及び
電界効果トランジスタ（以下、FETと略す）６９を含んだ構成にしている。
【０１４０】
 以下に、本実施の形態における光学アダプタ２を装着したときに形成される電気回路の
構成を、図１５を用いて説明する。
【０１４１】
 まず、図１５に示すようにLED光源６のカソード側に接続する信号ケーブル５７の１本の
導電線は、抵抗６６の一端と、電圧検出回路B２８と、電流調整トランジスタ３０のコレ
クタと、に接続されている。抵抗６６の他端は、抵抗６７の一端と、FET６９のゲートと
、に接続されている。抵抗６７の他端とFET６９のソースは、接地されている。FET６９の
ドレインは、電圧検出回路A２２に接続され、また、抵抗６８を介して電源電圧に接続さ
れている。
【０１４２】
　一方、LED光源６のアノード側に接続する信号ケーブル５７の１本の導電線は、切り替
えスイッチ２３に接続されている。この切り替えスイッチ２３は、LED光源６アノードを
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電源電圧１９と、判別用定電圧電源２０と、のいずれかに接続するように切り替える。切
り替えスイッチ２３の切り替えは、システム制御部１３により制御される。
【０１４３】
　また、電流調整トランジスタ３０のベースは、電流オンオフスイッチ４７に接続される
。個の電流オンオフスイッチ４７は、駆動用定電圧電源３１と、接地とを切り替える。電
流オンオフスイッチ４７は、システム制御部１３により接続を制御される。
【０１４４】
　さらに、判別用定電圧電源２０は、LED光源６の順方向降下電圧Vfより低い値であるも
のとする。
【０１４５】
　以上説明した構成の電気回路における動作を以下に説明する。　
　光学アダプタ２が取り付けられていない場合、FET６９のゲートはLowとなり、FET６９
がオフになるため、電圧検出回路A２２は、電源電圧を測定する。一方、光学アダプタ２
が取り付けられている場合、判別用定電圧電源２０、照明回路部９、抵抗６６、及び抵抗
６７からなる回路が構成される。このときFET６９のゲートには、Highが印加され、FET６
９は、オンとなる。その結果、電圧検出回路A２２は、接地に接続されることにより、０V
を測定することになる。つまり、電圧検出回路A２２は、電圧値を測定することにより、
光学アダプタ２の接続状態を検出することができる。
【０１４６】
　また、電圧検出回路B２８は、抵抗６６と抵抗６７による電圧値を検出する。つまり、
判別用定電圧電源と、抵抗６６と、抵抗６７とが既知の値であるので、システム制御部１
３は、装着された判別抵抗２９の値を算出することができる。結果として、電圧検出回路
B２８が測定した電圧値により、光学アダプタ２の判別を行うことができる。
【０１４７】
 以下に本実施の形態における、光学アダプタ２の判別とLED光源６の駆動についての詳細
を説明する。
 図１６は光学アダプタ２の判別とLED光源６の駆動の流れの例を示すフローチャートであ
る。以下の処理は、システム制御部１３が行うものとする。また、光学アダプタ２を挿入
部３の先端に接続している状態において処理が開始されるものとする。
【０１４８】
　まず、ステップS８１において、システム制御部１３は、切り替えスイッチ２３を判別
処理部１４側に切り替える。また、電流オンオフスイッチ４７を接地側に接続する。
【０１４９】
　次に、ステップS８２において、システム制御部１３は、ユーザインターフェイス部１
５からLEDオンオフスイッチ信号を受信する。オンになっている場合、処理は、ステップS
８３に移行する。オフになっている場合、処理は、ステップS８２を繰り返す。
【０１５０】
　ステップS８３において、システム制御部１３は、電圧検出回路A２２から電圧値Vaを受
信する。光学アダプタ２が取り付けられていない場合、処理は、ステップS９０へ移行す
る。光学アダプタ２が取り付けられている場合、処理は、ステップS８４へ移行する。
【０１５１】
　続いて、ステップS８４において、システム制御部１３は、電圧検出回路B２８の電圧値
を測定する。
【０１５２】
　そして、ステップS８５において、システム制御部１３は、電圧検出回路B２８から測定
した電圧値に基づいて、光学アダプタ２を特定する。さらに、データテーブルに基づいて
、n個のLED駆動信号の中から一つのLED駆動信号を決定し、LED駆動部１０へ送信する。
【０１５３】
　ステップS８６において、システム制御部１３は、電源オンオフスイッチ４７を駆動用
定電圧電源３１側に接続する。ここで、LED光源６は点灯することになる。
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【０１５４】
　ステップS８７において、システム制御部１３は、ユーザインターフェイス部１５からL
EDオンオフスイッチ信号を受信する。オフになっている場合、処理は、ステップS９０に
移行し、切り替えスイッチ２３を判別処理１４側、電流オンオフスイッチ４７を接地側に
それぞれ切り替える。オンになっている場合、処理は、ステップS８８に移行する。
【０１５５】
　そして、ステップS８８において、システム制御部１３は、電圧検出回路A２２の電圧値
Vaを測定する。光学アダプタ２が取り付けられていない場合、処理は、ステップS８９へ
移行する。光学アダプタ２が取り付けられている場合、処理は、ステップS８７へ移行し
、処理を繰り返す。
【０１５６】
　ステップS８９において、システム制御部１３は、切り替えスイッチ２３を判別処理部
１４側に切り替える。また、電流オンオフスイッチ４７を接地側に切り替える。さらに、
LEDオンオフスイッチをオフにする。　
　その後は再び使用状態を監視していく。
【０１５７】
　以上説明した構成により、本実施の形態の内視鏡装置１は、それぞれLED光源６の構成
が異なる複数の光学アダプタを判別し、装着された光学アダプタ内のLED光源６の構成に
対応したLED光源６の駆動を行うことができる。また、本実施の形態の内視鏡装置１は、
光学アダプタの判別とLED光源６の駆動を、２本の導電線からなる信号ケーブル５７によ
って行うことができ、判別と駆動の信号伝送路を共有化することができる。そのため、光
学アダプタ２及び挿入部３の細径化を図ることが可能になる。
【０１５８】
　さらに、本実施の形態は、内視鏡装置１の内部回路を第１の実施の形態と比較して簡略
化することができる。
【０１５９】
 なお、本実施の形態において、光学アダプタ２内の判別抵抗２９の代わりに、図１７に
示すようなFETを用いた構成にしてもよい。
【０１６０】
　なお、本発明の実施の形態において、システム制御部１３は、テーブルデータだけでは
なく、例えばレンズ７の光学特性等を記憶してもよい。その場合、システム制御部１３及
び画像処理部１２は、光学アダプタ２の判別結果及び予め記憶した光学特性に基づいて、
例えば画像処理制御信号、CCD駆動信号等、を決定する。また、記憶した光学特性は、計
測演算などに用いるようにしてもよい。
【０１６１】
　また、本発明の実施の形態において、それぞれ特徴の異なる複数の内視鏡を接続可能な
内視鏡制御装置であって、光学アダプタ２の判別だけではなく、複数の内視鏡を判別する
ことができる内視鏡制御装置として構成してもよい。
【０１６２】
　さらに、本発明の実施の形態において、複数のLED光源６の構成に対応するLED駆動信号
を、内視鏡装置１に接続自在な外部記憶手段、書き換え可能な記憶手段等、に記憶するよ
うにしてもよい。
【０１６３】
　また、本発明の実施の形態において、光学アダプタ２のテーブルデータは、接続したPC
に記憶するようにしてもよい。さらに、テーブルデータは、PCにより追加、削除といった
編集可能なものにしてもよい。この場合、使用可能な光学アダプタ２の自由度が増える。
【０１６４】
　なお、本発明の実施の形態において、切り替えスイッチ２３と２７、光源点灯スイッチ
２６、及び電流オンオフスイッチ４７は、ユーザの操作によって切り替えをできるように
してもよい、この場合、ユーザインターフェイス部１５に種々のスイッチを設け、所望の
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タイミングで、光学アダプタ２の判別、LED光源６の点灯等を行うことができるようにな
る。
【０１６５】
　以上説明したように、本発明の内視鏡装置１によれば、それぞれLEDの構成が異なる複
数の光学アダプタ２を判別し、装着された光学アダプタ２内のLED光源６の構成に対応し
た駆動を行うことができる。また、本発明の内視鏡装置１によれば、導電線５７によって
、LED光源６の駆動及び光学アダプタ２の判別を行うため、挿入部３の細径化を図ること
が可能になる。
【０１６６】
　また、上述の実施の形態は、LEDの個数、もしくは回路構成が異なる例の実施の形態で
あったが、LEDの種類が異なるもの、例えば波長が異なるLED等、に対しても本発明は適用
できる。
【０１６７】
　なお、本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変え
ない範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１６８】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る、内視鏡装置の概略構成図。
【図２】本発明の第１の実施の形態に係る、システム制御部の内部構成図。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係る、システム制御部における光学アダプタ判別処
理の流れの例を示すフローチャート。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係る、光学アダプタ装着時に形成される内視鏡装置
の回路図。
【図５】本発明の第１の実施の形態に係る、光学アダプタ判別時およびLED駆動時の図４
の回路の等価回路を示す図。
【図６】本発明の第１の実施の形態に係る、光学アダプタの判別とLEDの駆動の処理の流
れの例を示すフローチャート。
【図７】本発明の第１の実施の形態に係る、光学アダプタの変形例の回路図。
【図８】本発明の第２の実施の形態に係る、光学アダプタ装着時に形成される内視鏡装置
の回路図。
【図９】本発明の第２の実施の形態に係る、光学アダプタ判別時およびLED駆動時の図８
の回路の等価回路を示す図。
【図１０】本発明の第２の実施の形態に係る、光学アダプタの判別とLEDの駆動の処理の
流れの例を示すフローチャート。
【図１１】本発明の第２の実施の形態に係る光学アダプタの変形例の回路図。
【図１２】本発明の第２の実施の形態に係る、光学アダプタ判別時およびLED駆動時の図
８の回路の等価回路の変形例を示す図。
【図１３】本発明の第３の実施の形態に係る、光学アダプタ装着時に形成される内視鏡装
置の回路図。
【図１４】本発明の第３の実施の形態に係る、光学アダプタの判別とLEDの駆動の処理の
流れの例を示すフローチャート。
【図１５】本発明の第４の実施の形態に係る、光学アダプタ装着時に形成される内視鏡装
置の回路図。
【図１６】本発明の第４の実施の形態に係る、光学アダプタの判別とLEDの駆動の処理の
流れの例を示すフローチャート。
【図１７】本発明の第４の実施の形態に係る、光学アダプタの変形例の回路図。
【符号の説明】
【０１６９】
　１　　内視鏡装置、２　　光学アダプタ、３　　挿入部、４　　本体部、５　　表示部
７　　対物レンズ、１７　切り替えスイッチ部、２１　検出抵抗、２３　切り替えスイッ
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チ、２４　アダプタ接続状態認識抵抗、２６　光源点灯スイッチ、２７　切り替えスイッ
チ、２８　電圧検出回路B、２９　判別抵抗、３０　電流調整トランジスタ、３２　駆動
切り替えトランジスタ、３５　電流制限抵抗、３８　定電流源、４０　バッファアンプ、
４１　電流調整回路、４２　抵抗、４３　積分コンデンサ、４７　電流オンオフスイッチ
、５０　複合同軸ケーブル、５１　同軸ケーブル、５７　信号ケーブル、６９　電界効果
トランジスタ、７０　電界効果トランジスタ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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